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日
程
統
合
、
学
生
参
画
、
他
大
学

と
の
ス
キ
ー
ム
共
有
な
ど
【
図
表
11
】。

　
麗
澤
大
学
は
総
合
型
だ
け
で
10
種
以

上
の
方
式
が
あ
り
、
複
数
日
程
に
わ

た
っ
て
実
施
し
て
い
る
が
、
学
校
推
薦

型
と
併
せ
て
入
試
日
程
を
綿
密
に
設

計
。
複
数
の
試
験
を
同
日
に
ま
と
め
、

実
施
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
。
創
価
大

学
は
、
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
有

志
学
生
を
配
置
。教
職
員
の
負
担
軽
減
、

指
導
す
る
学
生
の
成
長
、
高
校
生
の
憧

れ
醸
成
を
同
時
に
果
た
し
て
い
る
。

　
注
目
は
、
崇
城
大
学
の
高
大
接
続
事

業
。
探
究
学
習
評
価
型
の
選
抜
に
つ
な

が
る
探
究
活
動
支
援
の
一
部
に
、
桜
美

林
大
学
の
高
校
生
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
デ
ィ
ス
カ
バ
！
」
の
し
く
み
を
採
り

入
れ
て
い
る
。
桜
美
林
大
学
が
手
が
け

る
、
大
学
間
ス
キ
ー
ム
共
有
事
業
の
一

環
だ
。「
大
学
事
務
の
構
造
は
全
大
学

ほ
ぼ
共
通
。
優
れ
た
業
務
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
開
発
で
き
た
ら
、
そ
れ
を
他
大
学

と
共
同
利
用
す
る
取
り
組
み
が
あ
っ
て

い
い
と
考
え
、
事
業
化
し
た
」。
桜
美

林
大
学
で
は
入
試
業
務
に
か
か
わ
ら

ず
、
専
任
職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

業
務
と
、
他
者
で
も
で
き
る
業
務
と
を

分
別
。
他
者
で
も
で
き
る
「
執
行
」
等

の
業
務
は
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
自
動
化

や
外
注
に
よ
っ
て
省
力
化
し
て
い
る
。

　
　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
重
視
の
設
計
で
あ

れ
ば
、育
成
施
策
も
セ
ッ
ト
で
検
討
を
。

　「
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
の
学
生
を
と
れ

る
が
、入
学
者
の
学
力
に
課
題
が
あ
る
」

と
の
声
は
よ
く
聞
か
れ
る
。
定
員
充
足

の
た
め
に
合
格
ラ
イ
ン
を
下
げ
ざ
る
を

得
な
い
大
学
が
多
い
実
態
も
あ
る
。

　
入
学
時
の
学
力
よ
り
も
入
学
後
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
期
待
す
る
入
試
を
設
計

す
る
際
は
、
育
成
施
策
も
セ
ッ
ト
で
企

画
す
る
必
要
が
あ
る
。既
存
の
入
試
も
、

学
力
の
３
要
素
や
入
学
後
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
確
認
し
た
う
え
で
、
不
足
し

て
い
る
資
質
能
力
が
あ
る
な
ら
育
成
施

策
を
強
化
す
べ
き
だ
ろ
う
。
共
通
テ
ス

ト
や
個
別
学
力
検
査
を
課
す
大
学
は
少

数
で
あ
る
一
方
で
【
P. 

20
図
表
９

－

２
】、
学
び
に
不
安
の
あ
る
学
生
向
け

の
学
修
支
援
は
、
多
く
の
大
学
に
行
き

届
い
て
い
る
状
況
で
は
な
い【
図
表
12
】。

　
各
大
学
の
学
力
担
保
策
【
図
表
13
】

の
中
で
、
麗
澤
大
学
に
注
目
し
た
い
。

同
大
学
初
の
理
系
学
部
で
あ
る
工
学
部

設
置
に
あ
た
り
、
文
系
の
生
徒
を
含
む

「
工
学
に
興
味
が
あ
る
が
、
学
力
に
や

や
不
安
が
あ
る
」
層
を
意
識
し
て
総
合

型
選
抜
を
企
画
。
数
理
系
科
目
を
個
別

支
援
す
る
「iStudio

」、
英
語
学
習
支

援
「iFloor

」
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
セ
ッ

ト
で
打
ち
出
し
、
初
年
度
の
募
集
に
成

功
し
て
い
る
。

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

【図表11】学内の協力体制構築や、業務効率化に向けた工夫例

●現状の入試科目や制度設計をきちんと整理し、組み合わせ、
再設計したうえで、極力、現状の負荷を超えずに効果を出すよう
検討を重ねることが大前提。後は職員が入試実施において効果
的な対応ができるよう、事前に入試のシミュレーションを行い、必
要な職員を適切に配置する準備を行う。
●協力要請する各部署については、事前に各部署の状況や配慮
すべき内容を把握し、過度な負担を軽減するための配慮を行う。
●改善に向けた職員の意見や提案を積極的に採り入れる。

●教職員の負担感や課題感をきちんと整理していくと、効率化で
きるポイントが見つかる。それらを一つひとつ解消することが、業
務量や負担感の確実な軽減につながる。
●専任職員の業務を「執行」「調整」「企画立案」に切り分け、
単純な「執行」は外部や事業会社に委託。浮いた時間を「調整」

「企画立案」業務に充てている。

麗澤大学

桜美林
大学

●オンライン入試の実施。従来、大学で実施していたものをコロナ
禍を機にオンラインに切り替えたところ、結果的に距離の制約がなく
なり、地方や海外からの受験者が増加。グループワークの評価につ
いても、オンラインで受験生全員の顔を見ながらできるようになった。
●学生の入試への参画。PASCAL入試の準備育成プログラム
において、グループワークを有志の学部生がサポート。事務作業
では大学院生のスタッフが活躍。
●入試運営の負担は増えるが、学生が来なくなれば大学は立ち
行かなくなるため、中小規模の大学では最優先事項だという認識
を全学で共有し、協力体制をつくることが重要。

●学生募集活動や入学試験業務については、全学一体となっ
て教職協働で行うという意識が根づいている。各種ワーキンググ
ループ、課長会、学科長会議などを通して情報共有し、共通理解
のもと協力態勢を構築している。
●高校生の探究支援については、大学が単独で行う支援活動
だけでなく、桜美林大学のディスカバ！と連携するなど、他大学と
の協働によって効率化できる。

創価大学

崇城大学

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ ＊文部科学省「令和３年度の大学における教育内容等の改革状況について」

【図表13】学力担保、大学教育の工夫例 【図表12】大学の学びに不安のある
学生向けの学修支援制度の取り組み状況

●学生を入学後スムーズに大学教育に移行させるための工夫と
して、育成型の「PASCAL入試チャレンジプログラム」をオンライ
ンで実施。入試本番と同じようにグループワークを行う「LTD体
験」と、高校生の能力や経験をふまえて大学で学ぶ意味や志望
学部等について考えを深める「キャリアプランニング」を主な柱と
する。受験年（高校３年生になる春）の３月からスタートする。
●合格者には入学前準備プログラムも実施。

●入学前教育に加え、入学後も教員による担任制、テストによる
クラス分け、個別指導のしくみを用意（多国籍な教員が常駐する
外国語の多機能自主学習フロア「iFloor」や、1対1で数理科目
やプログラミングなどの学びを支援するコミュニティースペース

「iStudio」の設置など）。

●入学前の11月から丁寧に０年生プログラムを実施。「教養基
礎課題」（国・英・数）、「表現基礎課題」（デッサン・色彩・自分を
観察、表現）。スクーリングは２回実施。

●入学前教育として、現在はトレーニングノート、スクーリングを実
施。今後、中長期計画の一環として、「自学に合う教育＋入学予
定者一人ひとりに個別最適な学び」を提供する。
●入学後は担任制、チューター制があり、面談を行うなど充実し
たサポート体制。
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部長

育て続ける学修者本位の
入学前教育のしくみ

成果の出る総合型選抜のコツ❷

入学前教育を巡る、大学と入学予定者のギャップ
　入学前教育の多くは、合格後から入学までの空白期間を埋める
ことを目的に実施されてきました。今ではその考えは通用しなくなっ
てきていると感じます。年内入試の拡大や入試方式の多様化が進
み、すでに多様な学生が入学している大学も多いでしょう。入試方
式間の学力差が広がり、一律の指導が困難になっている大学もあ
るようです。こうした状況下で、卒業時に全学生に一定の質を保証
するためには、入学前と入学後の教育を切り離さず、高校生を志望
者に、志望者を入学者に、入学者を自学の教育で成長する学修
者にと、シームレスに育成していく視点が必要ではないでしょうか。
　入学前教育を連続性のある教育のひとつとして機能させるため
に、３つの観点から点検をすることをお勧めします。①目的は明確に
定められているか。入学後の教育とのつながりを踏まえ、入学者を
どういう状態にするのか。取り組んで欲しいものが多い場合、目的
に照らして優先順位を検討する必要があるでしょう。②入学者本人
が自分のための学びだと思えるものか。高校の学習範囲の補填
として課される入学前教育は、大学側の視点では必要なものです
が、受ける側からすれば「強制的な復習」で、入学後の学びとのつ
ながりが見えにくいものです。「これまでの復習」ではなく、入学後の
学びにつながる「これからの学びの準備」として、自身の成長や目
標の実現に役立つと感じられるものであることが重要です。③入学
後の指導に生かせるデータが得られるか。入学者の傾向をいち早
く把握できれば、連続性のある教育の実現につながります。
個人差への対応の「しくみ」と学びを自分事にする「しかけ」
　入学前の段階では個別の指導は難しく、入学前教育は一律の
課題を課すのが一般的です。しかし、入学者が多様になればなるほ
ど、入学者間の学力差が拡大する傾向があります。入学者本人が
自分で学修に必要な能力基準を理解し、不足する力を自主的に補
うことができればよいのですが、なかなかそうはいきません。そこで、
注目されるのは、AIの活用です。個々の学習者に対して、目標に向

けて必要な次のステップを判断し、適切な課題を出すことで、学習
者は自分に合った学習を進めることができます。ＡＩの活用は、個人
差という問題の一つの解決策になりえるでしょう。　
　ただし、ＡＩはあくまで「しくみ」です。ＡＩ活用の有無にかかわらず大
切なのは、入学者が自分事としてやり切るための「しかけ」です。入
学者本人が自分のための学びだと思って取り組むことができる「し
かけ」は別途用意する必要があります。
育て続けてくれる教育環境づくりで選ばれる大学へ
　入学前教育の実施が当たり前になった今、それ自体は優位性に
なりづらいのでは、という声を伺います。しかし、年内入試合格者の
大半は、大学の学びについていけるか不安を感じています。入学後
につながる学びを提供し、入学前から育てる環境がある、となれば、
受験生や保護者にとっての安心材料となります。入学前教育の見
直しは、学生募集にも好影響をもたらすでしょう。そして、入学後も
前向きに目標をもって学び続ける学生が増えれば、出口の成果も
出やすく、結果的に自学の魅力を高めることにつながるはずです。
　入試選抜・入学前教育・入学後の教育を、それぞれ独立したもの
ではなく、連続性をもった育成の枠組みに変えることで、入学者が
目標を保ち続ける、学修者本位の教育が実現できるはずです。下
記のチェック項目を参考に、自学の入学前教育を見直してみては
いかがでしょうか。

【図表14】入学前教育の課題チェック

□入学者の学力格差が拡大している

□入学前教育に関して入試と教務、学部の連携がない

□入学前教育から得られるデータを活用できていない

□学習の不足を埋めることだけを目的に課題を出している

□入学前教育の課題をやり切るかどうかは学生任せ

一つでも当てはまったら見直しを

A Q.

教
職
員
の
手
間
が
か
か

る
。効
率
的
に
す
る
に
は
？

A Q.

入
学
者
の
学
力
が
不
安

特集  "選ばれる"入試～全入時代の入試戦略


